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わたしの戦後
――ＰＫＰ―1930（フィリピン共産党）との交流の経験と今後の課題

講　師＝佐々木辰夫（アジア近現代史研究）

日本国内において、フクバラハップのことは、
中国における人民解放軍、朝鮮の抗日義勇軍及び
ベトナムのベトミンほどには知られていない。
フクバラハップ、またはフク団は、1940年
代から60年代にかけてフィリピンで民族独立の
ためにたたかった人民の軍隊である。その歴史は、
1941年、日本が第二次大戦でその地を侵略・
統治したとき、日本軍にたいしてフィリピン人が
フクボン　バガン　サ　ハプトン、いわゆる「抗
日人民軍」を組織してたたかったことからはじま
る。
フィリピンとの関係に限っていえば、こうした
人民軍のたたかいに対する理解は全体として乏し
かった。なぜだろうか？　わたしは、総じて日本
におけるアジア認識は希薄であり、曖昧であり、
経済偏重であったと思っている。
戦後、日本は経済援助の名の下に、「第二の侵略」
を行なった。わたしたちはそこに、戦争の本質と、
なぜ戦争が起きるのかという根本的な問題を考え
なければならない。
わたしは高岩仁監督の『教えられなかった戦争・
フィリピン篇』の製作のため、たびたびフィリピ
ン現地を訪れ、直接に取材することができた。ま
た、ＰＫＰ -1930（フィリピン共産党）との交
流のなかで、　反ファシズム統一戦線戦術の呼び
かけで、アジア・太平洋戦線に自発的に入隊した
アメリカ合衆国共産主義者青年同盟員ポメロイ氏
にもインタビューした。それらの経験を踏まえ、
日本のわたしたちがフィリピン人民のたたかいに
学び、また連帯を強めていく意味について参加者
と議論したい。
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